
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　竿体の周面に配置されるリールを取付可能なリールシートであって、
　前記竿体が軸方向に貫通した状態でこの竿体の周面に固定され穂先側の周面にねじ部分
を有する略筒状の基体部と、
　前記基体部のねじ部分の竿元側の周面に固定され、周面に前記リールの脚部を載置可能
な載置部分を有する略円筒状の プライウ
ッドボディーと、
　前記プライウッドボディーの載置部分の竿元側に配置される竿元側フード部と、
　前記基体部のねじ部分に螺合しつつ前記基体部上を軸方向に移動可能なナット部と、
　前記ナット部の竿元側に前記ナット部と共に軸方向に移動可能且つ前記基体部に対して
回動不能に連結され前記プライウッドボディーの載置部分の穂先側に位置する穂先側フー
ド部とを備え、
　前記プライウッドボディーは 軸方向の中央付近が最も縊れるよう
に軸方向の外形線において曲面を形成している、リールシート。
【請求項２】
　前記プライウッドボディーの軸方向外形線に ける曲面はＲ１００ mm～Ｒ３００ mmであ
る、請求項１に記載のリールシート。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、釣竿の竿体外周面に設けられリールを取付可能なリールシートに関する。
【０００２】
【従来の技術】
釣竿には、スピニングリール，両軸受けリール等の釣り用リールを取り付けるためのリー
ルシートが設けられている。このなかでもナット式と呼ばれるリールシートは、一般に以
下のような構造である。
即ち、ナット式のリールシートは、一般に、軸方向に竿体が貫通しつつ竿体の周面に固定
される穂先側にねじ部を有し且つリールの脚部を載置可能な載置部を有する本体部と、本
体部の竿元側に位置し釣用リールの脚部の一端を係止可能な固定フードと、本体部のねじ
部に螺合しつつ軸方向に移動可能なナット部と、本体部に対して周方向に回転不能に且つ
ナット部に対して相対的に周方向に回転自在にナット部の竿元側に連結される移動フード
とを有している。
【０００３】
このリールシートでは、リールの脚部の一端を固定フードに係止した状態で載置部上にリ
ールの脚部を載せ、ナット部を回転させて移動シート部を固定フードに接近させて、移動
フードでリールの脚部の他端を係止する。このように固定フード及び移動フードでリール
の脚部を挟持して載置部上のリールをリールシートの本体部に固定するのである。そして
、釣人はリールシートの本体部付近を握り締め、例えば、スピニングリールであればその
リールの脚部を指で挟み込み、両軸リールであればリールを本体部と共に握りしめながら
、釣り操作を行うことになる。
【０００４】
さらに、このようなナット式のリールシートの中でも、特に、プライウッド型と呼ばれる
リールシートがある。これは、リールシートの本体部のリールの脚部を載置する部分（即
ち、上述のように釣人が釣りを行う際に直接触れて握り込む部分）をプライウッドと呼ば
れる木材品から構成したものである。
プライウッドとは、薄板上の木板を積層し合成樹脂を含浸させて相互に接着固定して略円
筒型に加工した素材である。このプライウッドは軸方向に貫通孔を有し、この貫通孔を竿
体が貫通した状態で竿体の所定の周面に固定される。このようなプライウッドは外観にも
握り心地にも優れ、高級感を演出できるため、広くリールシートに用いられるようになっ
ている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上述のようにリールの脚部を載置する部分となるプライウッドは、その軸方向に竿体が貫
通する貫通孔を備え、さらに、側面の一部を平坦に削ってリールの脚部を載置する載置部
を形成する必要がある。
しかし、プライウッドは上述のように薄木板の積層品であるため、強度を維持するために
は一定の肉厚を必要とする。そのため、上述の貫通孔・載置部を形成し且つ一定の肉厚（
一般に、この種の素材では、必要な強度を維持するためには２ mm以上の肉厚が必要とされ
る）を載置部を形成した部分についても維持しようとし、更にその真円筒型の形状を維持
しようとすると、中央を貫通する竿体の外径に比べてかなりプライウッドで形成した部分
が太径になってしまう。
【０００６】
このようなプライウッドを用いる部分は上述のように釣人が直接握り込む部分であり、不
当に太径化するとグリップ感が低下し、円滑な釣り操作に支障が生じる恐れもある。
本発明の課題は、グリップ感に優れ釣り操作も円滑に為しえるナット式のリールシート、
特に、プライウッド型のリールシートを提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　発明１のリールシートは、竿体の周面に配置されるリールを取付可能なリールシートで
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あって、竿体が軸方向に貫通した状態でこの竿体の周面に固定され穂先側の周面にねじ部
分を有する略筒状の基体部と、基体部のねじ部分の竿元側の周面に固定され、周面にリー
ルの脚部を載置可能な載置部分を有する略円筒状の

プライウッドボディーと、プライウッドボディーの載置部分の竿元側に配置
される竿元側フード部と、基体部のねじ部分に螺合しつつ基体部上を軸方向に移動可能な
ナット部と、ナット部の竿元側にナット部と共に軸方向に移動可能且つ基体部に対して回
動不能に連結されプライウッドボディーの載置部分の穂先側に位置する穂先側フード部と
を備えている。そして、このプライウッドボディーは 軸方
向の中央付近が最も縊れるように軸方向の外形線において曲面を形成している。
【０００８】
このリールシートでは、リールの脚部の竿元側端部を竿元側フードに係止させながらリー
ルの脚部を載置部に配置する。そして、ナット部をねじ部分に螺合させつつ軸方向に移動
させ、穂先側フードを竿元側に移動させてリールの脚部の穂先側端部を係止する。こうし
て、穂先側フードと竿元側フードでリールの脚部を挟止する。そして、釣人はこのリール
シートのプライウッドボディーを握りながらリールを握りしめて、釣り操作を行うことに
なる。
【０００９】
この際、釣人が直接握り込むプライウッドボディーは、軸方向の中央付近が縊れて小径化
しており、プライウッド素材故の必要最低限度の肉厚を載置部に関しても維持して強度を
担保しつつ、さらに、その握り易さを演出している。即ち、このプライウッドボディーは
十分に握り込み易く、軸方向に手が滑りにくく握り心地にも優れる。
【００１０】
ここでいう「プライウッド素材」とは、 0.5～ 2.5mm程度の薄木板を積層しつつ合成樹脂を
含浸させて相互に接着固定して圧縮し、所定の円筒型に成形した素材である。また、軸方
向の中央付近が最も縊れるような軸方向の外形線とは、全周方向（載置部の部分は除く）
において形成されていてもよい。また、載置部が形成される方向を上下方向として、プラ
イウッド素材の左右側のみ中央付近を縊れさせてもよい。
【００１１】
発明２のリールシートは、発明１のリールシートであって、プライウッドボディーの軸方
向外形線にける曲面はＲ１００ mm～Ｒ３００ mmである。
リールシートのプライウッドボディーの外径線における曲面Ｒは、過度にＲがきつくなる
と違和感があり、一方、Ｒがなだらか過ぎれば縊れが小さく握り易さが十分に演出できな
い。所定の範囲のＲで設定することで、外観上も違和感なく優れたグリップ感を演出でき
る。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態について、図面を参照しつつ説明する。
本発明の一実施形態を採用したリールシート１０は、釣竿の竿元側の竿体に装着されるパ
ーツであって、図１に示すように、釣用リールの脚部１００を固定して釣用リールを釣竿
に装着するためのものである。即ち、釣竿の最も竿元側に位置する元竿１には、竿元側端
部に脱着自在に底栓２が装着され、その穂先側の周面には竿元グリップ３が装着され、こ
の竿元グリップ３の穂先側の周面にリールシート１０が配置されている。
【００１３】
図２～図４に詳しく示すように、リールシート１０は、元竿１が軸方向に貫通した状態で
この元竿１の所定位置の周面に接着剤等で固定される略筒状の基体部１１と、基体部１１
の竿元側に固定されている竿元側フード１２と、基体部１１の穂先側の周面に軸方向に移
動自在に配置されているナット部１３と、ナット部１３の竿元側に連結されている穂先側
フード１４と、ナット部１３の周面に配置さてるフロントグリップ１５とを有している。
【００１４】
図２に詳しく示すように、基体部１１は、元竿１の周面に固定されるパイプ状の本体部２
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１と、本体部２１の穂先側の周面に配置され外周面にねじ山が形成されたねじ部分２２と
、ねじ部分２２の竿元側の本体部２１の周面に配置されたプライウッドボディー２３とを
有する。本体部２１及びねじ部分２２は硬質合成樹脂等から構成されている。この本体部
２１の周面には周方向に１８０度変位して一対の係止溝（図示せず）が軸方向に伸びてい
る。
【００１５】
図５及び図６にプライウッドボディー２３を詳細に示すように、プライウッドボディー２
３は、 0.5～ 2.5mm程度の薄木板を積層しつつ合成樹脂を含浸させて相互に接着固定し、略
円筒型に成形した素材である。軸方向に貫通する貫通孔を有しここに本体部２１が貫通し
ている。プライウッドボディー２３の周方向の一部は軸方向に並行に平面化されており、
ここがリールの脚部１００を載置する載置部２３ａとなっている。この載置部２３ａの左
右側端には軸方向に伸びる段が形成されており、リールの脚部１００の左右の位置決めを
為している。また、プライウッドボディー２３は、軸方向の中央付近が最も縊れるように
軸方向の外形線において曲面を形成している。詳しくは、平面化されている載置部２３ａ
を除いて円筒型のプライウッドボディー２３は各軸方向断面において円形を維持しつつ、
連続的に軸方向中央付近が最も小径になるように設定される。このプライウッドボディー
２３の軸方向の外形線曲面はＲ１００ mm～Ｒ３００ mmにするのが好ましい。この範囲を超
える急な曲面とすると、握り込んだ際に違和感があり、一方、この範囲を超えてなだらか
過ぎれば縊れが小さく握り易さが十分に演出できない。所定の範囲のＲで設定することで
、外観上も違和感ない。
【００１６】
竿元側フード１２は、上述のプライウッドボディー２３の竿元側において、その載置部２
３ａの端部を覆うようにして配置される短筒状の部材である。
図３に詳しく示すように、ナット部１３は、略円筒型部材であってその竿元側の内周面に
ねじ山を備える、例えば、硬質合成樹脂等から構成される部材である。上述の基体部１１
の穂先側のねじ部分２３に螺合しており、周方向に回転しつつ軸方向に移動可能となって
いる。このナット部１３の外周面にはウレタンゴムやコルク材などの弾性部材からなる略
筒状のフロントグリップ１５が固定されている。また、ナット部１３の竿元側端縁は全周
に亘ってフック状に張り出しており、このフック状部分に略リング状の穂先側フード１４
が相互に回転自在に連結されている。
【００１７】
この穂先側フード１４は竿元側フード１２と同様に短筒状の部材であり、載置部２３ａの
穂先側端部を覆うようにして配置される。穂先側フード１４は、穂先側端部にフック状に
張り出した連結部分を有し、この連結部分が上述のナット部１３と噛み合っている。また
、その内周面は径内方向に突出した係止突起１４ａを有している。この係止突起１４ａは
周方向に１８０度変位して一対設けられており、この一対の係止突起１４ａが上述の基体
部１１の本体部２１の周面の一対の係止溝に噛み合っている。この結果、この穂先側フー
ド１４は周方向に回動不能にナット部１３に連結されることになる。
【００１８】
このようなリールシート１０では、図１に示すように、リールの脚部１００の竿元側端部
を竿元側フード１２に係止させつつリールの脚部１００をプライウッドボディー２３の載
置部２３ａに配置する。そして、フロントグリップ１５と共にナット部１３をねじ部分に
螺合させつつ回転させて竿元側方向に移動させ、穂先側フード１４を竿元側に移動させ、
リールの脚部１００の穂先側端部を係止する。こうして、穂先側フード１４と竿元側フー
ド１２でリールの脚部１００を挟み込んで十分に固定する。その上で、釣人はこのプライ
ウッドボディー２３を握りながらリールを握りしめて、釣り操作を行う。
【００１９】
このように釣人が握りしめて釣り操作を行う部分であるプライウッドボディー２３は、軸
方向の中央付近が縊れて小径化しており、プライウッド素材故に強度担保の為に必要とな
る肉厚を維持しながらも、その握り易さを演出する。
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［他の実施形態］
（ａ）プライウッドボディーの軸方向の中央付近が最も縊れるような軸方向の外形線は、
載置部が形成される方向を上下方向として、その左右側のみ中央付近を縊れさせ、載置部
と周方向反対側面は軸方向に平滑にしてもよい。
（ｂ）上記実施形態ではプライウッドボディーにおいて例示しているが、同様に一定の強
度を維持するために一定の肉厚が必要となる、コルク材等に適用することも可能である。
【００２０】
【発明の効果】
本発明のリールシートはグリップ感に優れ、釣り操作も円滑になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態を採用したリールシートの全体図。
【図２】図１の本体部１１の部分断面図。
【図３】図１のナット部１３などの部分断面図。
【図４】図１のリールシート付近を載置部側から見た図。
【図５】プライウッドボディー２３を示した図。
【図６】図５の IV-IV断面図。
【符号の説明】
１０　リールシート
１１　基体部
１２　竿元側フード
１３　ナット部
１４　穂先側フード
１５　フロントグリップ
２３　プライウッドボディー
１００　リールの脚部
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【 図 ６ 】
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